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『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
支
援
を
考
え
る

　「
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の

は
幸
せ
で
あ
れ
。」
こ
れ
は
『
ス
ッ

タ
ニ
パ
ー
タ
』（
最
古
の
仏
典
で
『
ブ

ッ
ダ
の
言
葉
』
と
言
わ
れ
て
い
る
）

の
中
の
一
節
だ
。
人
は
皆
、
自
分
や

大
切
な
人
の
幸
せ
を
願
う
も
の
だ
が
、

こ
の
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
は
、
全
て
の
人

の
幸
せ
を
願
う
、
い
わ
ゆ
る
「
慈
し

み
」
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。

　
で
は
、「
幸
せ
」
と
は
何
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
人
に
よ
っ
て
違
う
だ
ろ
う
が
、

私
は
福
祉
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
、

「
そ
の
人
が
笑
顔
で
安
心
し
て
そ
の

人
ら
し
く
生
き
続
け
ら
れ
る
」
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
福
祉
と
は
、
全
て
の
人
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
そ
の
人
の
「
幸

せ
」
を
願
う
気
持
ち
か
ら
、
そ
の
人

に
寄
り
添
い
支
え
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
ッ
ダ
の
説
か
れ
た
「
慈
し
み
」
と

は
「
自
分
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く

他
者
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
行
動
す

る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
福

祉
」
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
、
ど
ん
な
人
に
も
思
い
や
り
と
優

し
さ
を
持
っ
て
接
す
る
、
慈
し
み
の

心
＝
福
祉
の
心
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
全
て
の
人
が
幸
せ
だ
と
感
じ
ら

れ
る
社
会
が
実
現
す
る
も
の
と
信
じ

て
い
る
。
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介
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令
和
３
年
度
を
振
り
返
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
は
経
済
と
府
民

の
暮
ら
し
に
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
非
正
規
労
働
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
々
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

地
域
の
福
祉
関
係
者
、
団
体
並
び
に
福
祉
・
介
護
・
保
育
に
関
わ
る
施
設
に
お
い
て
は
、

感
染
防
止
策
の
徹
底
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
孤
立
を
防
ぎ
、
い
の
ち
や
暮
ら
し
を
支
え
る

活
動
、
つ
な
が
り
続
け
る
取
り
組
み
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
ケ
ア
の
継
続
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
京
都
府
に
お
い
て
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
、
孤
立
・
孤
独
や
子
ど
も
へ
の
支
援
策
の
強
化

に
向
け
た
検
討
や
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
社
協
で
は
、
第
５
次
中
期

計
画
に
も
と
づ
き
、
次
の
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
小
地
域
に
お
け
る
地
域
住
民
の

福
祉
活
動
へ
の
支
援

・
地
域
ひ
と
つ
な
ぎ
事
業
に
よ
る
小
地
域
福

祉
活
動
の
推
進

　

地
域
住
民
に
よ
る
訪
問
見
守
り
活
動
へ
の

支
援
と
し
て
活
動
助
成
を
行
っ
た
。

助
成
実
績　

活
動
団
体
助
成
３
３
３
団
体

（
合
計
８
７
５
万
円
）

見
守
り
活
動　

延
べ
9
、6
8
7
回
（
う
ち

緊
急
的
な
状
況
の
早
期
発
見
10
事
例
）

・
第
９
回
き
ょ
う

と
地
域
福
祉
活

動
実
践
交
流
会

の
開
催

〇
京
都
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
基
金
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成

・
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動

や
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
て
継
続
す
る
活
動

へ
の
支
援
等

85
件
（
約
４
０
４
万
円
）
の
助
成

・
社
会
福
祉
法

人
等
に
よ
る
地

域
貢
献
事
業
と

し
て
学
習
支
援

や
生
活
困
窮
世

帯
へ
の
配
食
、

子
育
て
支
援
等
を
実
施
（
全
体
の
取
り
組
み

回
数 

4
6
6
回
、
参
加
者 

7
、8
0
9
人
）

〇
き
ょ
う
と
こ
ど
も
の
城
づ
く
り
事
業

・
き
ょ
う
と
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
業

マ
ッ
チ
ン
グ
（
食
材
提
供
）
数
1
5
4
件

（
前
年
度
比
2
.
4
倍
）

食
材
提
供
先　

延
べ
1
、0
4
4
先

（
前
年
度
比
34
％
増
）

・
こ
ど
も
の
城
づ
く
り
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催

地
域
ぐ
る
み
の
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
、

き
ょ
う
と
子
育
て
環

境
日
本
一
サ
ミ
ッ
ト

と
併
催
（
11
月
23
日
、

参
加
者
1
0
0
人
）

〇
災
害
時
に
配
慮
が
必
要
な
人
を

支
え
る
取
り
組
み

・
市
町
村
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者

会
議
の
開
催
な
ど
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
活
動
の
推
進

・
福
祉
避
難
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

の
実
施
な
ど
、
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
活
動

の
推
進

〇
絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業
の
推
進
支
援

・
絆
ネ
ッ
ト
・
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

連
絡
会
を
開
催
し
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の
特
例
貸
付

申
請
件
数
：
3
8
、1
7
9
件

貸
付
額
：
約
1
6
6
億
6
、0
0
0
万
円

〇
京
都
地
域
福
祉
創
生
事
業
（
わ
っ
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
の
推
進

一般会計　実質収支のまとめ　　　　　　　　　　　     　　                　（単位：円）

令和 3年度一般会計決算の概要

令和 3年度決算（A）令和 2年度決算（B） 差異（A-B）
事業収入 529,573,434 495,082,276 34,491,158
事業支出 532,926,424 495,321,717 37,604,707
事業収支差額 ▲ 3,352,990 ▲ 239,441 ▲ 3,113,549
施設整備収入 0 0 0
施設整備支出 0 0 0
施設整備等差額 0 0 0
その他の収入 6,397,194 3,541,807 2,855,387
その他の支出 6,624 90,809 ▲ 84,185
その他の収支差額 6,390,570 3,450,998 2,939,572
当期収支差額 3,037,580 3,211,557 ▲ 173,977

（注）実質収支とは、本会の事業運営に関わる収支を示すものとして、退職金支給にかかる収支、
貸付事業の貸付金・償還金、ボランティア基金サービス区分及び会計区分間の収支を除外するな
どを行った数値です。

生活福祉資金会計の概要

令和 3年度決算（A） 令和 2年度決算（B） 増減（A-B）
貸付 22,355,298,000 24,554,329,000 ▲ 2,199,031,000
償還 740,178,591 670,188,382 69,990,209

生活福祉資金には、教育資金をお貸しする教育支援資金、一時的に必要な経費をお貸しする福祉
資金、失業等によってお困りの方に資金をお貸しする総合支援資金などがあります。
令和 3 年度も新型コロナウイルス感染症の影響により休業、失業された方への貸付（特例貸付）
を継続しました。
令和 3 年度の貸付金、償還金の状況は下記のとおりです。 （単位：円）

多
様
性
を
認
め
合
い
、

思
い
や
り
を
大
切
に
す
る

地
域
づ
く
り

１１

困
り
ご
と
を

と
り
こ
ぼ
さ
な
い

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

22

可
能
性
を
広
げ
、

自
己
実
現
を
支
え
る

取
り
組
み
の
推
進

33
利
用
者
と
事
業
者
が
と
も
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

高
め
る
取
り
組
み

44

“
支
え
る
人
と
組
織
”を

支
え
る
取
り
組
み

55

組
織
・
財
政
基
盤
の

強
化

66

〇
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
後
の
就
職

や
進
学
へ
の
支
援

・
22
件
、
約
2
、8
0
0
万
円

〇
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援

・
84
件
、
約
2
、9
0
0
万
円

〇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
推
進

・
実
利
用
者
数
は
9
0
７
人

　
（
新
規
1
9
1
人
）

・
法
人
後
見
等
権
利
擁
護
体
制
に
か
か
る
助

成
を
行
う
な
ど
法
人
後
見
事
業
の
取
り
組
み

推
進

・
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
（
地
域
福
祉

権
利
擁
護
事
業
利
用
者
50
人
が
成
年
後
見
制

度
に
つ
な
が
る
）

〇
京
都
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

等
支
援
機
構
と
の
連
携
・
協
働

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
1
4
4
件
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
77
件
の
評
価
を
実
施

〇
京
都
府
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会

・
苦
情
・
問
い
合
わ
せ
等（
継
続
苦
情
相
談
含
）

件
数
の
総
数
4
9
6
件
（
昨
年
度
4
2
0

件
）、
う
ち
新
規
苦
情
対
応
件
数
は
1
3
０

件
（
前
年
度
1
5
3
件
）

〇
介
護
・
福
祉
・
保
育
で
働
く
人
を
増
や
し
、

働
き
続
け
る
環
境
づ
く
り
の
支
援

・
無
料
職
業
紹
介
事
業

【
福
祉
】

　

新
規
登
録
者
：
2
、7
4
0
人

　

採
用
者
：
1
8
8
人

【
保
育
】

　

新
規
登
録
者
：
3
7
5
人

　

採
用
者
：
83
人

・
府
内
の
介
護
・
福
祉
職
場
で
働
く
外
国
人

職
員
へ
の
支
援

　

外
国
人
介
護
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
、
相
談
や
介
護
技
術
・
日
本
語
能
力
向
上

研
修
、
実
態
調
査
、
広
報
誌
発
行
等
を
実
施

・
就
職
フ
ェ
ア

【
第
１
回
】

出
展
：
1
1
6
法
人

求
職
者
：
3
1
3
人

【
第
２
回
】

出
展
：
1
2
7
法
人

求
職
者
：
3
2
5
人

・
介
護
福
祉
士
等
修
学

資
金
貸
付
な
ど

　

修
学
資
金
・
就
職
準
備
金
な
ど
の
貸
付

　
（
１
５
６
件
、約
1
億
2
、0
0
0
万
円
）

・
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
な
ど

　

修
学
資
金
・
就
職
準
備
金
な
ど
の
貸
付

　
（
1
1
8
件
、
約
1
億
5
0
0
万
円
）

　
　〇

研
修
の
取
り
組
み

・
70
コ
ー
ス
の
研
修
を
開
催
。
参
加
者
は
全

体
で
4
、9
6
7
人

〇
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
や
民
生
児
童
委
員
会
、
福
祉
関
係

団
体
等
の
活
動
・
経
営
支
援
と
連
携

・
新
し
い
会
員
制
度
の
運
用
を
開
始
、
会
員

4
5
4
法
人
（
新
規
加
入
10
法
人
）

・
研
修
体
系
の
見
直
し
、
D
X
化
の
推
進
、

戦
略
的
広
報
に
よ
る
情
報
提
供
機
能
の
強
化

に
着
手

23



当 事 者 を 支 え る 仕 組 み

第５次中期計画 困りごとを取りこぼさない支援の仕組みづくり重点事業項目 2

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
、
非
正
規
労
働

者
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
社
会
的
に
弱
い
立
場

に
あ
る
方
々
や
生
活
困
窮
、
孤
立
・
孤
独
の
問

題
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
何
ら
か

の
不
安
等
を
感
じ
た
な
ど
精
神
的
な
不
調
を
抱

え
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
（
令
和
２
年
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障

害
保
健
福
祉
部
調
べ
）。
社
会
的
な
孤
立
は
依

然
と
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

孤
立
の
背
景
は
様
々
で
す
が
、
当
事
者
が
周

囲
と
の
関
わ
り
を
つ
く
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
で

抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
に
は
、
精
神
障
害
に
よ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
精
神
障
害
と
い
う
言
葉
に

対
す
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
偏
見
な
ど
に
よ

り
、
関
わ
り
方
が
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
精
神
障
害
は
誰
で
も
そ
う
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
早
期
に

医
療
機
関
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
福
祉
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
送
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
特
集
は
、
地
域
で
の
孤
立
と

い
う
課
題
に
つ
い
て
、「
精
神
障
害
の
あ
る
人

の
生
活
か
ら
考
え
よ
う
」、
特
に
、
地
域
で
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、「
精
神
障
害

の
あ
る
人
や
家
族
が
『
い
ま
、
ど
ん
な
こ
と
を

感
じ
て
い
る
か
』
を
把
握
す
る
に
は
ど
の
よ
う

な
配
慮
や
工
夫
が
必
要
か
」
と
い
う
こ
と
に
焦

点
を
当
て
ま
す
。
成
本
教
授
に
は
医
療
と
福
祉

の
両
面
か
ら
精
神
障
害
と
は
何
か
に
つ
い
て
、

加
藤
会
長
に
は
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
の

質
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、

塚
崎
会
長
に
は
家
族
会
連
合
会
の
立
場
か
ら
当

事
者
や
家
族
が
抱
え
る
困
難
に
つ
い
て
、
そ
し

て
、
京
都
府
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
中

村
所
長
か
ら
は
ど
ん
な
時
に
ど
の
よ
う
な
機
関

へ
つ
な
ぐ
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
ご
経
験

を
交
え
て
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障
害
者
福

祉
施
設
や
当
事
者
関
連
団
体
の
運
営
や
活
動
を

支
え
る
と
と
も
に
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
地
域
で
共
に
暮
ら
す
住
民
と
し
て
、
地
域
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
や
人
々
の
絆
を
大
切
に

し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会

と
な
る
よ
う
、
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

精
神
的
な
機
能
に
障
害
が
及
ぶ
病
気
や
障

害
は
、
交
通
事
故
や
脳
梗
塞
な
ど
で
脳
に
障

害
を
負
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
病
気
や
、

特
に
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
な
く
生
じ
て
く

る
病
気
、
職
場
や
家
庭
内
で
の
ス
ト
レ
ス
が

原
因
で
生
じ
る
病
気
、
生
ま
れ
つ
き
の
障
害

な
ど
様
々
で
す
。
精
神
障
害
を
も
つ
人
は
、

日
常
生
活
に
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
特
に
社
会
生
活
や
人
と
の
関
係
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、特
に
社
会
生
活
に
影
響
が
出
や
す
く
、

地
域
で
孤
立
に
陥
り
や
す
い
、
う
つ
病
、
統

合
失
調
症
と
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い

て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
１
０
０
人
に
５
人
が
一
生
の

う
ち
に
経
験
す
る
病
気
で
す
。
子
ど
も
や
思

春
期
・
青
年
期
に
発
症
す
る
場
合
や
、
働
き

盛
り
の
年
代
に
職
場
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
発

症
し
た
り
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
発
症
し
た

り
と
発
症
す
る
年
代
は
様
々
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、気
分
の
落
ち
込
み
や
意
欲
の
低
下
、

興
味
関
心
を
失
っ
た
り
、
楽
し
い
と
感
じ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
眠
れ
な

く
な
っ
た
り
、
食
欲
が
低
下
し
て
や
せ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
症
状
の
た
め
に
、
外
出
し
た
り
人

と
交
流
し
た
り
す
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ

て
自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
病
院
に
受
診
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
抗

う
つ
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
や
、
認
知
行
動
療

法
と
呼
ば
れ
る
精
神
療
法
な
ど
で
改
善
が
期

待
で
き
る
病
気
で
す
が
、
精
神
科
受
診
へ
の

敷
居
が
高
く
、
な
か
な
か
治
療
に
結
び
付
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
対
応
と
し
て
は
、

ま
ず
は
お
話
を
聞
い
て
辛
い
気
持
ち
に
共
感

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
上
で
、
病
院

に
受
診
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
り
、
受
診
を

援
助
し
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
自
殺
し
た
い

気
持
ち
が
強
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
時
は
保
健
所
や
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
の

電
話
相
談
な
ど
専
門
相
談
の
窓
口
を
本
人
に

伝
え
る
の
と
同
時
に
、
で
き
れ
ば
本
人
の
了

承
を
得
て
連
携
先
に
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て

確
実
に
つ
な
が
る
よ
う
に
支
援
し
ま
し
ょ

う
。
自
殺
防
止
に
つ
い
て
は
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
い
う
制
度
が
あ
り
養
成
研
修
の
テ
キ

ス
ト
が
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
是
非
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
過
去
に
自
殺
を
試
み
た
こ
と
の
あ
る
人

や
、
身
近
な
人
と
死
別
し
た
と
き
、
ま
た
支

援
者
が
い
な
か
っ
た
り
、
社
会
制
度
を
利
用

で
き
ず
孤
立
し
た
り
し
て
い
る
人
が
自
殺
に

つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　

統
合
失
調
症
は
、
１
０
０
人
に
１
人
が
一

生
の
う
ち
に
経
験
す
る
病
気
で
す
。
思
春
期

か
ら
青
年
期
に
か
け
て
発
症
す
る
こ
と
が
多

く
、
主
な
症
状
は
幻
聴
、
妄
想
や
思
考
障
害

と
よ
ば
れ
る
思
考
の
混
乱
や
一
貫
性
の
な
さ

な
ど
の
陽
性
症
状
と
呼
ば
れ
る
症
状
と
感
情

表
現
が
乏
し
く
な
っ
て
他
の
人
と
の
情
緒
的

な
交
流
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
意

欲
が
低
下
し
た
り
す
る
陰
性
症
状
と
呼
ば
れ

る
症
状
、
そ
し
て
記
憶
力
や
集
中
力
の
低
下

な
ど
の
認
知
機
能
の
障
害
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
の
た
め
、
学
校
や
会
社
な

ど
に
な
じ
め
ず
に
自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
的

な
手
続
き
が
自
分
で
で
き
な
か
っ
た
り
、
友

人
と
の
付
き
合
い
が
う
ま
く
で
き
ず
に
孤
立

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
抗
精
神
病
薬
に
よ
る
薬
物
療
法
と
精

神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
本
人
の

希
望
や
興
味
に
合
わ
せ
て
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
作
っ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。
状
態
に

応
じ
て
、
サ
ロ
ン
と
呼
ば
れ
る
精
神
障
害
者

の
方
た
ち
が
交
流
で
き
る
居
場
所
や
、
デ
イ

ケ
ア
と
呼
ば
れ
る
精
神
障
害
を
持
つ
人
が
集

ま
っ
て
人
と
の
付
き
合
い
方
を
練
習
す
る
施

設
や
、
実
際
に
仕
事
を
練
習
す
る
作
業
所
、

さ
ら
に
は
仕
事
に
つ
く
こ
と
を
支
援
す
る
就

労
移
行
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
是
非
地
域
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
は
、
従
来
は
自
閉

症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
障
害
で
、
５
歳
の
時
点
の
健
診
で

は
１
０
０
人
に
３
人
程
度
の
人
が
持
っ
て
い

る
、
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
２
～
４
倍
多
い

障
害
で
す
。
特
徴
と
し
て
は
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ

た
り
、
興
味
や
関
心
の
範
囲
が
狭
く
、
こ
だ

わ
り
が
み
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
知
的
障
害
や

注
意
欠
如
・
多
動
症
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
知
的
レ
ベ
ル
は
非
常
に

高
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
最
近
で
は
こ
の
障

害
に
関
す
る
知
識
が
広
が
り
、
幼
児
や
子
ど

も
の
間
の
健
診
で
み
つ
か
り
特
性
に
合
わ
せ

た
療
育
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、以
前
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

大
人
に
な
っ
て
仕
事
に
就
い
て
か
ら
は
じ
め

て
障
害
に
気
づ
か
れ
た
り
、
高
齢
に
な
っ
て

か
ら
障
害
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
障
害

は
子
ど
も
の
時
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

生
涯
を
通
じ
て
一
定
の
行
動
の
特
性
が
持
続

し
ま
す
。
周
囲
の
人
が
本
人
の
特
性
を
理
解

し
て
、
そ
の
人
に
合
っ
た
環
境
を
提
供
す
れ

ば
社
会
で
能
力
を
発
揮
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
実
際
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
を

公
表
し
て
い
る
著
名
人
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
米
津
玄
師
さ

特 集特 集
特 集

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
機
能
病
態
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
本
　
迅
　
教
授

精
神
科
医
の
立
場
か
ら

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
支
援
を
考
え
る

特 

集

精
神
障
害
に
対
す
る
理
解
の
た
め
に

は
じ
め
に

医療機関・福祉行政機関・生活支援サー
ビス・その他組織が連携して、当事者を
支える必要がある。

医療機関 福祉行政機関

生活支援
サービス

その他
組織

当事者

相談支援事業 / 地域活動支援センター
/ グループホーム・ケアホーム / 就
労移行支援事業 / 就労継続支援事業
/ 自立訓練事業　救護施設 ( 生活保護
法 )/ 児童養護施設等（児童福祉法）

社会福祉協議会、ハロー
ワーク、介護保険関連
施設、教育機関、企業、

司法施設等
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当
事
者
・
家
族
支
援
団
体
の
立
場
か
ら

当
事
者
を
支
え
る
家
族
を
支
援
す
る
こ
と
で

見
え
て
き
た
も
の

公
益
社
団
法
人
京
都
精
神
保
健
福
祉
推
進
家
族
会
連
合
会
（
京
家
連
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
崎
　
直
樹
　
会
長

支
援
者
の
立
場
か
ら

生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
に 

― 

福
祉
が
で
き
る
こ
と
　

京
都
精
神
保
健
福
祉
施
設
協
議
会

　
　
　
　
　
　
加
藤
　
博
史
　
会
長

＜オープンダイアローグのイメージ＞

外因性疾患
認知症

高次脳機能障害
など

内因性疾患
統合失調症

うつ病
躁うつ病

など

心因性疾患
適応障害
不安障害

など

発達障害
知的障害、自閉スペクトラム症

注意欠如・多動症
限局性学習症、など

精 神 障 害 の 種 類

第５次中期計画 困りごとを取りこぼさない支援の仕組みづくり重点事業項目 2

―
― 

心
の
病
が
原
因
で
生
活
の
し
づ
ら
さ
、

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

今
最
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

　

病
者
と
し
て
、
薬
を
飲
み
な
が
ら
働
く
、

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
も

の
す
ご
く
大
変
で
す
。
最
も
怖
い
の
は
孤
立

で
す
。
地
域
で
孤
立
し
て
、
経
済
的
に
も
、

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点

で
も
、
実
に
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人

が
沢
山
い
ま
す
。
社
会
的
な
課
題
と
個
人
の

障
害
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
心
に
病

を
抱
え
た
人
も
の
び
の
び
と
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
な
地
域
を
作
る
こ
と
や
、
治
療
へ
の

き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
障
害
や
病
気
の
正
し
い
知
識
を

得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
だ
ま
だ
き
ち
ん

と
伝
わ
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
統
合
失
調
症
の
人
は
相
手
の
誠

実
さ
に
と
て
も
敏
感
で
す
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
の
人
も
、
人
を
騙
し
た
り
、
出
し
抜

い
た
り
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
で
き
ま
せ
ん
。

う
つ
病
の
人
は
何
か
を
失
う
こ
と
で
と
て
も

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。
仕
事
上
で
の
立
場

や
、
家
庭
で
の
立
場
を
失
う
こ
と
が
何
よ
り

も
辛
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
と
き
に
人
と
人

を
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
福
祉
的
支
援

が
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
一
歩
に
な
り
ま

す
。
訪
問
看
護
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
生
活
に
関

わ
る
人
の
存
在
や
受
け
入
れ
て
く
れ
る
居
場

所
な
ど
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

共
生
社
会
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
は
、
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
関
係
な
く
、
一
つ

の
色
に
染
め
、
皆
を
一
緒
に
す
る
よ
う
な
社

会
を
つ
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
の
違
い
を
認
識
し
、
受
け
入

れ
、
生
か
し
合
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

―
― 

な
る
ほ
ど
。
一
人
一
人
の
違
い
を
認

識
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
受
け
入
れ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
受
け
入
れ
て
い
く

雰
囲
気
を
作
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
働

き
か
け
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　

対
話
と
交
流
を
通
し
て
関
係
を
豊
か
に
す

る
こ
と
で
す
。
人
間
は
色
々
な
要
素
を
持
っ

て
い
ま
す
。「
あ
の
人
は
変
わ
っ
て
い
る
」「
俺

は
だ
め
だ
」
―
な
ど
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
中
に
実
は
い
ろ
ん
な
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
て
い
く
こ

と
が
、
多
様
性
を
生
か
し
合
っ
て
い
く
、
関

係
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
（
福
祉
活
動
に
関
わ
る
者
）
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
交
流
・
体
験
・
経
験
と
い
う

ナ
マ
の
出
会
い
を
も
っ
と
も
っ
と
仕
掛
け
て

い
く
こ
と
で
す
。

―
― 

精
神
障
害
の
あ
る
人
に
寄
り
添
う
に

は
、
そ
の
人
が
「
今
感
じ
て
い
る
こ
と
」
を

掴
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
、「
オ
ー
プ

ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
が
ヒ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

具
合
の
悪
く
な
っ
た
人
が
い
た
ら
、
医
師
・

相
手
の
状
況
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
対

話
力
を
養
い
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
実
際
の

活
動
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
精
神
障
害
の

あ
る
人
の
生
活
の
質
を
高
め
る
福
祉
的
な
協

働
の
あ
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
・
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
京
都
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
事
業
所
の
皆

さ
ん
は
、
事
業
経
営
が
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
心
を
使
う
仕
事
で
あ
る
が

故
に
、
と
て
も
し
ん
ど
い
思
い
を
し
な
が
ら

使
命
感
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と

も
っ
と
待
遇
を
良
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
京
家
連
の
活
動
内
容

　

主
に
当
事
者
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

交
流
会
や
相
談
事
業
、
研
究
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
当
事
者
や

ご
家
族
の
横
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
相

談
事
業
で
は
、
精
神
障
害
を
抱
え
る
人
が

持
っ
て
い
る
問
題
は
、
医
療
な
の
か
、
福
祉

な
の
か
、
も
っ
と
別
の
こ
と
な
の
か
、
当
事

者
や
ご
家
族
が
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に

条
件
な
し
に
相
談
で
き
る
場
所
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

●
当
事
者
・
家
族
が
孤
立
に
陥
っ
て
し
ま
う

原
因

　

精
神
障
害
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多

く
、ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
人
や
、

自
分
が
本
当
は
何
に
悩
ん
で
い
る
か
分
か
ら

な
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
支
援
方
法
も
一
律

で
は
な
く
、
制
度
と
上
手
く
結
び
つ
か
な
い

と
孤
立
し
て
し
ま
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
当
事
者
は
援
助
の
求
め
方
に
も
こ
だ
わ

り
が
あ
り
、
ニ
ー
ズ
を
言
っ
た
け
ど
相
手
に

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
本
来
表
現
し

た
い
こ
と
を
対
話
の
中
で
注
意
深
く
探
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
本
人
と
家
族
の
立
ち
直
り
に
必
要
な
支
援

　

精
神
障
害
の
場
合
は
、
支
援
の
あ
り
方
を

援
助
側
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
自
発
的
な

主
張
が
出
て
く
る
の
を
促
し
、
自
立
心
や
決

断
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
要
求
が
で
き
る

よ
う
援
助
す
る
こ
と
で
、
自
己
治
癒
力
も
高

ま
り
ま
す
。
愚
痴
を
ひ
と
し
き
り
話
し
た
後

に
本
音
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
当
事
者
の
困
難
と
家
族
の
困
難
は
異

な
っ
て
き
ま
す
。
家
族
に
対
す
る
支
援
も
必

要
で
、
当
事
者
同
様
家
族
自
身
の
力
で
立
ち

直
れ
る
よ
う
、
あ
る
程
度
外
か
ら
の
積
極
的

介
入
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

家
族
で
も
親
や
き
ょ
う
だ
い
な
ど
、
当
事
者

と
の
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
感
じ
て
い
る
こ

と
も
違
い
、
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
の
支
援

が
必
要
で
す
。

ん
や
、
テ
ス
ラ
社
創
業
者
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ

ス
ク
さ
ん
な
ど
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
こ
と
が
う
ま
く
で

き
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

を
聞
き
取
り
、
得
意
不
得
意
を
見
極
め
て
支

援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
う
ま
く
い
か
な
っ
た
体
験
が
積
み
重
な
っ

て
、
や
る
気
を
失
っ
て
い
た
り
、
他
人
が
怖

く
な
っ
た
り
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。そ
の
場
合
に
は
、も
う
一
度
社
会
に
入
っ

て
い
く
勇
気
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
小

さ
な
成
功
を
積
み
重
ね
て
い
く
よ
う
に
し
ま

す
。

　

今
回
紹
介
し
た
３
つ
の
障
害
だ
け
で
も
地

域
に
多
く
の
精
神
障
害
を
抱
え
る
方
が
お
ら

れ
る
の
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
、

人
生
の
ど
こ
か
の
段
階
で
つ
ま
ず
い
て
社
会

か
ら
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
で
も
周
囲
の
方
の
支
え
が
あ
れ
ば
、

も
う
一
度
社
会
の
中
に
戻
っ
て
い
か
れ
る
方

を
診
療
し
て
い
る
と
経
験
し
ま
す
。
う
ま
く

い
っ
た
方
の
例
で
は
、
必
ず
良
き
理
解
者
が

周
囲
に
い
て
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
本
稿
を
お
読
み
の
皆
様
も
是
非
そ

の
よ
う
な
伴
走
者
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

看
護
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

が
出
向
き
、
そ
の
人
の
家
族
、

友
人
も
巻
き
込
ん
で
、
そ
の
人

の
辛
さ
に
焦
点
を
当
て
た
対
話

を
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
方

的
な
働
き
か
け
で
は
な
い
、
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
当

事
者
の
つ
ら
さ
や
痛
み
を
色
々

な
声
と
立
場
で
聴
き
取
り
、
と

も
に
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
ま
す
。
こ
の
過
程

は
、
当
事
者
が
周
囲
の
様
々
な

パ
ワ
ー
を
上
手
に
使
う
と
同
時

に
、
周
り
も
当
事
者
自
身
の
パ

ワ
ー
を
上
手
に
使
う
、
と
い
う

関
係
性
を
作
り
ま
す
。
オ
ー
プ

ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
よ
っ
て
、
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こ
こ
ろ
の
悩
み
の
相
談
支
援

相
談
機
関
の
立
場
か
ら

京
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神
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福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
中
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佳
永
子
　
所
長

2重点事業項目 困りごとを取りこぼさない支援の仕組みづくり

心の健康のための主なサポート機関一覧

月～金（年末年始、祝日除く）
9 時～ 12 時、13 時～ 16 時

京都府（京都市除く）にお住まいの方
・こころの健康相談電話　
　TEL  075-645-5155

京都市にお住まいの方
・京都市こころの健康増進センター
　TEL  075-314-0874

行 政 機 関

精 神 障 害 家 族 会

セルフヘルプグループ

依 存 症 回 復 施 設

摂 食 障 害 関 連 団 体

・京都府精神保健福祉総合センター
   TEL  075-641-1810

・京都市こころの健康増進センター　 
   TEL  075-314-0355

・（公社）京都精神保健福祉推進家族会連合会
    TEL  075-354-6700（事務所）
    TEL  075-354-6559（相談電話） 

・京都府断酒平安会 /（N）京都府断酒連合会
   TEL  0774-65-9970
・AA 関西セントラルオフィス
   TEL  06-6536-0828

・京都マック 　　TEL  075-741-7125

・京都ダルク　　 TEL  075-645-7105

・木津川ダルク 　TEL  0774-51-6597
・NPO 法人 SEED きょうと
   TEL  075-748-7834

心の健康に関する電話相談

　

京
都
府
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
様
々
な
こ
こ
ろ
の
悩
み
、
精
神
障
害
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
精
神
保
健
福
祉
相

談
員
な
ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。
相
談
内
容
は
統
合
失
調
症
や
気
分
障

害
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
が
止
め
ら
れ
な
い
依
存
症
、
摂
食
障
害
な

ど
の
思
春
期
の
心
の
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
特
に
社
会
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
う
つ
病
や
適
応
障
害
が
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
手
軽
に
利
用
で
き
る

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
庄
な
ど
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
当
事
者
よ
り
も
家
族

な
ど
身
近
な
方
が
先
に
気
づ
い
た
り
、
心
配

し
て
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
私
た
ち
は
、
今
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は

何
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
な
ど
を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
精
神
障
害
に
よ
る
困
り

ご
と
は
、
一
人
ひ
と
り
で
異
な
り
対
処
法
も

様
々
で
す
。
丁
寧
に
相
談
内
容
を
聞
い
て
、

当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
の
み
で
対
応
で
き
る
場

合
が
あ
る
一
方
で
、
関
係
す
る
様
々
な
支
援

機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
統
合
失
調
症
や
気
分
障
害
な
ど
の
精
神
疾

患
が
問
題
の
中
心
で
あ
れ
ば
、
専
門
医
療
機

関
の
受
診
が
優
先
に
な
り
、
こ
こ
ろ
の
悩
み

を
持
つ
家
族
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
の
相
談

で
あ
れ
ば
、
家
族
会
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
問
題
の
特
徴
と
し
て
、
治
療
や

支
援
が
必
要
な
方
が
、
支
援
を
受
け
る
こ
と

を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
統

合
失
調
症
に
伴
う
幻
覚
や
妄
想
が
あ
る
方
の

場
合
、
自
分
は
病
気
で
は
な
い
と
治
療
を
拒

否
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
認
識

や
判
断
な
ど
高
度
な
精
神
機
能
を
司
る
脳
や

中
枢
神
経
系
が
一
時
的
に
障
害
を
受
け
る
精

神
疾
患
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
が
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
相
談
者
が
納
得
で
き
る
答
え
に
辿

り
着
く
ま
で
寄
り
添
い
、
一
緒
に
歩
み
な
が

ら
解
決
策
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
京
都
府
内
の

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＜京都府社会福祉協議会作成＞

　

京
都
府
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
等

か
ら
の
苦
情
を
適
切
に
解
決
す
る
た
め
、
助
言
、
相
談
、
調
査
等
を
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
（
令
和
３
年
度
）
の
苦
情
・
相
談
の
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
初
回
（
新
規
受
付
）
苦
情

件
数
は
１
３
０
件
、
継
続
苦
情
相
談
数
は

２
３
７
件
で
す
。

　

例
年
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
議
で

示
さ
れ
る
速
報
値
に
お
い
て
、
苦
情
件
数
は

全
国
で
も
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
結
果
は
「
相
談
・
助
言
」
が
86
件
、

「
紹
介
伝
達
」が
34
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

単
に
苦
情
先
事
業
所
や
他
機
関
へ
の
紹
介

伝
達
、
ま
た
傾
聴
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
申

出
人
の
思
い
を
踏
ま
え
、
内
容
を
整
理
し
た

う
え
で
、双
方
の
調
整
を
図
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
は
、
初
回
苦
情
件
数

は
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、
継
続
苦
情
件
数

が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
総
受
付
件
数
も

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

苦
情
内
容
は
、
前
年
度
と
同
様
「
職
員
の

接
遇
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
説
明
・
情

報
提
供
」「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
職
員
の
接
遇
」
で
は
、

利
用
者
や
家
族
に
対
す
る
対
応
や
言
葉
遣
い

が
主
な
申
し
出
の
内
容
で
あ
り
、「
説
明
・

情
報
提
供
」
で
は
、
利
用
者
・
家
族
か
ら
の

要
望
・
疑
問
に
対
し
て
、
事
業
所
か
ら
の
十

分
な
回
答
（
対
応
）
や
説
明
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
苦
情
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者

に
対
し
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や

対
応
に
つ
い
て
、
普
段
か
ら
丁
寧
な
説
明
や

経
過
報
告
を
行
い
、
相
談
に
乗
る
な
ど
、
事

業
者
と
し
て
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す

こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
権
利
侵
害
」
は
、
微
増
で
あ
り
、

関
係
行
政
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
必
要
な
対

応
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
回
苦
情
を
サ
ー
ビ
ス
分
野
別
で
見
る
と

「
障
害
者
」
分
野
が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
も
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
と
比
べ
て
「
障
害
者
」
分
野
が

増
加
し
て
お
り
、「
高
齢
者
」「
児
童
」
分
野

は
微
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
」
分
野
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
、

居
宅
介
護
の
事
業
所
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
に
対
す
る

苦
情
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
高
齢
者
」

分
野
で
は
老
人
保
健
施
設
へ
の
苦
情
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
通
所
介
護
へ
の
苦
情
や
相
談
も
増

え
て
い
ま
す
。「
児
童
」分
野
で
は
、保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
苦
情
が
最
も
多
く
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
も
増
え
て

い
ま
す
。

◆

　

利
用
者
・
家
族
か
ら
の
苦
情
は
長
期
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
解
決
が
困
難
な
事
例
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
苦
情
・

相
談
対
応
を
通
じ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
権
利
擁
護
を
図
り
つ
つ
、
現
場
で
様
々
な

事
例
に
対
応
す
る
事
業
所
へ
の
支
援
を
充
実

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

◉ 

苦
情
の
受
付
・
解
決
に
つ
い
て

初回 継続苦情 問い
合わせ

来所 ５ ４

書面・電話
等 115 112

その他
（メール等） 10 13

合　計 130 237 129

高齢 障害 児童 その他 計
職員の接遇 16 35 ４ 5  60（46.2％）
説明・情報提供 5 8 3 0 16（12.3％）
サービスの質や量 6 7 2 0 15（11.5％）
被害・損害 2 8 2 0 12（9.2％）
権利侵害 3 6 1 1 11（8.5％）
利用料 2 0 0 0  2　（1.5％）
その他 4 6 2 2 14（10.8％）

計 38
（29.2％）

70
（53.8％）

14
（10.8％）

8
（６.2％） 130（100.0％）

◉ 

サ
ー
ビ
ス
分
野
別
件
数

◉ 

苦
情
内
容
に
つ
い
て

合計
130 件

上記のうち、福祉サービス利用
援助事業に関するもの（再掲）　３件

総受付件数 　496件（昨年度実績420件）

高齢者福祉サービス
38件（29.2%）

障害者福祉サービス
70 件（53.8%）

児童福祉サービス
14 件（10.8%）

 精神
 44 件
（33.8%）

 知的
 16 件
（12.3%）

 身体
 10 件
（7.7%）

その他（社協・行政など）の
サービス 8 件（6.2%）

令
和
３
年
度
の
運
営
適
正
化
委
員
会
の

苦
情
・
相
談
実
績
に
つ
い
て

図３  サービス分野別件数  表２  初回苦情の内容表１  令和３年度　苦情・問い合せ等

4 利用者と事業者がともに福祉サービスの質を高める取り組み重点事業項目

89



©中央共同募金会

本紙は、共同募金の
配分金によって
つくられています。

●本会へのご意見等は、下記 URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
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ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

桐
き り む ら

村 伸
し ん す け

介さん社会福祉法人ふくちやま福祉会
第２ふくちやま作業所

仲
間
と
の

コ
ロ
ッ
ケ
づ
く
り
で

地
域
と
つ
な
が
る

　

ふ
く
ち
や
ま
福
祉
会
で
働
い
て
７

年
目
を
迎
え
る
桐
村
伸
介
さ
ん
は
、

大
学
院
の
情
報
専
攻
に
所
属
し
て
い

た
と
い
う
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で

す
。

　

運
送
会
社
や
観
光
系
の
仕
事
を
経

て
、
地
元
・
福
知
山
に
帰
る
こ
と
を

決
め
た
桐
村
さ
ん
。
転
職
活
動
で
訪

れ
た
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
で
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
を

利
用
し
、
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

き
っ
か
け
に
、
福
祉
の
仕
事
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
経
験
者
ば
か
り
で
、
初

心
者
は
僕
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
か
え
っ
て
よ
か
っ
た
。
理
想

を
実
現
す
る
た
め
の
現
場
の
努
力
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

家
か
ら
近
い
こ
と
が
決
め
手
と
な

り
、
ふ
く
ち
や
ま
福
祉
会
に
就
職
。

配
属
さ
れ
た
第
２
ふ
く
ち
や
ま
作
業

所
で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
の

一
環
で
、
障
害
の
あ
る
仲
間
と
一
緒

に
じ
ゃ
が
い
も
や
玉
ね
ぎ
を
畑
で
作

り
、
コ
ロ
ッ
ケ
に
加
工
し
て
い
ま
す
。

　
「
商
売
と
仲
間
の
や
り
が
い
を
比

較
し
て
、
作
業
内
容
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
れ
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ッ
ケ
が
福
知
山
市
の
『
エ
エ
も

ん
発
掘
』
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

仲
間
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
桐
村
さ

ん
。
商
品
を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が

る
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。【施設名】（福）ふくちやま福祉会　第 2 ふくちやま作業所

【場所】京都府福知山市字上天津小字金谷段 1924 番地
【URL】http://fukuchiyama-fukushikai.com/
【TEL】 0773-24-5245【FAX】 0773-23-2826

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

施設見学や体験実習を経験したことです
ね。家からの近さも魅力でした。

相談がしやすい環境ですね。職員全員で
利用者のケースに向き合っているのが私に
合っていると感じます。

音楽を楽しんでいます。ドラムとボーカル
でバンドを組んで活動しています。

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

令和4年度　第2回保育園・就職フェア2022

京都府内（京都市含）の保育園・認定こども園【約100ブース】（予定）が
参加されます。保育の仕事に関心のある学生はもちろん、一般の方も大歓
迎！履歴書は不要、服装も自由！ 是非、御参加ください！

令和4年度　南部地域FUKUSHI就職フェア

乙訓・山城・南丹地域の福祉関係法人が出展します。出展法人との個別面談
等で情報を入手できます。福祉の仕事を探しておられる方、興味のある方の
ご来場をお待ちしています。※予約不要

9 月 25 日（日）日 時

一般求職者・学生の方対 象

京都産業会館ホール ２階会 場
（地下鉄烏丸線「四条駅」下車 / 阪急京都線「烏丸駅」下車すぐ）

京都府保育人材マッチング支援センターでは、次のとおり出張相談を予定しています。
保育園・認定こども園への就職斡旋を御希望の方やこれから就職を目指そうとされている方など、
是非お気軽にお越しください。　いずれも、事前予約不要です。　

８月９日（火）、
８月２３日 ( 火 )

日 程

イオンモール高の原 ３階
ー ディケアモールフロア ー

会 場

（木津川市相楽台１丁目１−１） 

会場 日時
ハローワーク宇治 ８/19（金） 10：30 ～ 15：00
ハローワーク木津 ８/25（木） 10：30 ～ 15：00
ハローワーク宮津  9/8    （木） 10：30 ～ 13：30
ハローワーク京都田辺  9/26（月） 10：30 ～ 15：00
ハローワーク舞鶴 10/20（木） 10：30 ～ 15：00
ハローワーク綾部 10/21（金） 10：30 ～ 15：00

10：00 ～ 16：00時 間

◉ イオンモール 出張相談◉ ハローワーク 出張相談

スーパーバイザー養成研修

職場での SV システムの確立を目指し、質問や統合
的アセスメントの方法、事例検討の手法等を学び、
中核的な福祉人材の養成を図ります。

【４日間】10月17日（月）、11月10日（木）、
12 月12日（月）、1月12日（木）

日 程

9：50 ～ 16：30時 間 
ハートピア京都会 場
株式会社ふくなかまジャパン
代表取締役社長　眞辺一範　氏

講 師

4,000 円費 用

現場で活かせる技術セミナー

感染症対策（感染症の医学的理解・事業所別感染症マ
ニュアルの作成・活用）について学んでいただきます。

９月 27 日（火）13：30 ～ 16：30日 時
ハートピア京都会 場
一般社団法人西京医師会　西京区在宅医療・
介護連携支援センター　鎌田松代　氏

講 師

会員：３,000 円　非会員：６,000 円費 用

福祉リーダーの極意

今の時代に求められる福祉職場のリーダーとして
の極意を学びます。

11 月 14 日（月）　10：00 ～ 15:00日 時
ZOOM オンライン会 場
日本女子大学　教授　久田則夫　氏講 師
会員：5,000 円、
非会員：10,000 円

費 用

二人参加型、コミュニケーションテクニック
を学ぶ「演習中心」の実践型セミナー

１１月 21 日（月）9：50 ～ 16：00日 時
ハートピア京都会 場
足立明美　氏（一般社団法人　KYOEN）講 師
調整中費 用

社会福祉士受験対策講座

10 月 1 日（土）、11 月 5 日（土）、
12 月 10 日（土）

日 程

ハートピア京都会 場
伊東利洋　氏

（有限会社いとう総研　取締役）
講 師

全日程受講　２４,000 円、
部分受講　１日 10,000 円

費 用

仕事をしながら受験勉強に励まれている方を支援す
るために。伊東氏が分かり易く、明解な講話で講義
くださいます。

メンタルヘルスケア＆
アンガーマネジメント研修

ストレスマネジメントやアンガーマネジメントの視
点から日頃の業務でのストレスに対して、具体的な
解決方法を見出すことを目指します。

集合型：11 月 22 日（火）10：20 ～ 16：30日 時
ハートピア京都会 場
足立明美　氏（一般社団法人 KYOEN）講 師
会員 5,000 円　非会員 10,000 円費 用

業務改善計画～DXの活用～

人材不足で終わらせない。本来時間をかけたい業務
のために、業務改善計画（DX の活用も含め）で業
務や効率について見直します。

（業務改善）11 月９日（水）、
（DX の活用）11 月 30日（水）

日 程

ZOOM オンライン会 場
㈱ NTT データ経営研究所　吉田俊之　氏講 師
各 2,000 円費 用

10：00 ～ 16：30時 間 

～ あなたのその思い伝わっていますか ～

13：30 ～16：30時 間 

中級コース

感染症対策

令和4年度　保育園・認定こども園 出張相談

㏌ KYOTO

9 月 18 日（日）日 程

保育園・認定こども園に就職を希望する一般・学生等の方対 象

京都国際会館「イベントホール」会 場
（地下鉄烏丸線「国際会館」駅　徒歩5分）

12：00 ～ 16：00時 間 13：00 ～ 16：00日 時

会員・非会員（京都府社会福祉協議会の会員加入等）に
ついては 本会総務課（075）252-6291 までお問い合わせください。

福祉人材課（京都府福祉人材・研修センター）　TEL　075-252-6297　 http://fukujob.kyoshakyo.or.jp/問合せ先

京都府社協 HP
講座・研修・イベント

情報一覧
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

保険期間１年

❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ21-12224から抜粋）

令和４年度


